林地残材売買契約書（雛形）
売主：　　　　　（以下「甲」という。）と買主：　　　　　（以下「乙」という。）とは、林地残材の売買に関し、以下のとおり契約を締結する。

（売買の目的）
第１条　甲は、次の林地残材（以下「物件」という。）を乙に売り渡し、乙はこれを買い受ける。
物件の所在地：

（売買代金）
第２条　物件の売買代金は、金　　　　　　　円（消費税込み）とする。

（売買代金の支払方法）
第３条　乙は、　　　　年　　月　　日までに、売買代金を甲の指定する金融機関に振り込むものとする。なお、振込手数料は乙が負担する。
　　

（物件の引き渡し）
第４条　甲は、本契約の締結と同時に物件を乙に引き渡し、乙は、　　　　年　　月末日までに物件の搬出を行うものとする。
２　前項の期日以降において山林内に残存する物件については、乙が所有権を放棄したとみなし、甲に帰属するものとする。

（瑕疵責任）
第５条　甲は乙に対して、物件の瑕疵に関する一切の責任を負わないものとする。
（報告）
第６条　乙は、物件の搬出が完了したときは、すみやかに甲に報告するものとする。
（機密の保持）
第７条　乙は、本契約の遂行において得た情報を他に漏らしてはならない。

２　前項の規定には、次の項目は含まない。

（1） 既に公知の情報

（2） 法律、法令等により開示を義務付けられた情報
（3） 甲乙協議の上、機密情報から除くことを相互に同意確認した情報
（契約内容の変更）
第８条　天災その他の不可抗力、又は乙の責に帰すことができない理由により、第４条による期間内に物件の搬出ができないときは、乙は甲に対して遅滞なくその理由を明らかにした書面を提示し、物件の搬出時期の延期を求めることができる。

（賠償責任）
第９条　乙が本物件の搬出を行う際に、甲の所有する残存立木及び林地等に対して損害を与えたときは、甲は乙に対して損害賠償を請求することができる。

２　残存立木に係る損害賠償額は、１本当たり　　　　円とする。
３　林地等に係る損害賠償額は、現状復旧に要する経費相当額とする。
（契約解除）
第10条　甲又は乙のいずれか一方が本契約に違反したときは、相手方は本契約を解除することができる。
２　甲が本契約条項に違反したことにより本契約が解除された場合は、甲は乙から受領済の売買代金を無利息で乙に返還するものとする。

３　乙が本契約条項に違反したことにより本契約が解除された場合は、乙が甲に支払済の売買代金は違約金として甲に帰属するものとする。

４　甲は、乙の違反により本契約が解除された場合において、前項の違約金額を超過する損害を被ったときは、その超過額の賠償を乙に請求することができるものとする。
（費用負担）
第11条　本契約に課せられる印紙税は、甲乙それぞれの負担とする。

（その他）
第12条　本契約は、日本国法に準じて解釈される。

２　甲及び乙は、本契約の解釈につき疑義が生じた場合、または本契約書に定めのない事項が生じた場合には、お互いに誠実に協議してこれを解決するものとする。
　本契約締結の証として本書２通を作成し、甲乙記名捺印の上、各自一通を保有するものとする。

　　年　　月　　日

甲　　　住所
　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　乙　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

